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研究成果の概要：総括班は、領域全体の効率的運営に必要な施策を決定・遂行した。実際に行

った活動は、以下の３点である。（１）班会議、若手シンポジウム、国際シンポジウムなど各種

会議の開催による研究情報の共有化（２）高額機器共同利用拠点の整備による技術支援（３）

公開データベースやニュースレター、国際誌における特集号の掲載、一般向け図書の出版など

による成果公開 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００４年度 7,800,000 0 7,800,000 

２００５年度 9,500,000 0 9,500,000 

２００６年度 9,500,000 0 9,500,000 

２００７年度 9,500,000 0 9,500,000 

２００８年度 9,500,000 0 9,500,000 

総 計 45,800,000 0 45,800,000 

 

研究分野：生物学 

科研費の分科・細目：基礎生物学・植物分子生物・生理学 

キーワード：特定領域研究 植物 環境適応戦略 オルガネラ分化 ポストゲノム解析 

 

1. 研究開始当初の背景 

従来の植物オルガネラの研究では葉や子

葉など、特定の植物組織や植物細胞培養系を

用いた細胞生物学的、生化学的解析が大きく

貢献してきた。しかし、これらの解析からは、

個々の細胞がかなり独立した機能を保ちな

がらも多細胞体制で生存している植物の生

存戦略を理解することはできない。本特定領

域研究では、オルガネラの分化転換が傷害応

答、光形態形成、重力応答などの植物の示す

高次機能にどのように関わっているかを追

求する。本研究の目的は、動物とは全く異な

る戦略で生存繁栄している植物の生き様を

分子レベルで明らかにするものである。本研

究で示される植物的生き方は２１世紀にな

りますます顕在化してきた社会的要請（高齢

化社会、食糧危機、地球環境の悪化）に対し

て新たな視点を提供することになろう。その
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ために総括班はホームページの充実や各種

広報媒体を通して本特定領域研究の成果を

積極的に公開し、社会還元を図っていく。 

 シロイヌナズナに続きイネの全塩基配列

がほぼ決定した現在、種々のポストゲノム解

析が重要となる。こうした中で、全て網羅的

に解析すればよいというのではなく、新たな

視点をもったポストゲノム解析を行う必要

がある。本申請領域研究ではトランスクリプ

トーム、プロテオーム、オルガネローム解析

の各拠点を形成・整備し、班員の共同利用に

資することを計画している。総括班は上記分

業体制が十分に機能するように調整、整備す

る。本特定領域研究は植物のオルガネラを対

象としている。植物オルガネラを研究してい

る研究者の数は多いが、オルガネラの動態に

着目し、誘導・機能転換を含めたオルガネラ

の分化転換能が植物の環境応答を特徴づけ、

植物独自の生存戦略を構築していることを

示す研究は少ない。本申請領域研究の推進に

より、植物オルガネラ研究に携わっている研

究者を結集し、植物オルガネラ分化から植物

個体の示す高次機能の理解へという植物オ

ルガネラ研究に新たな視点を導入すること

を意図している。 

 

２．研究の目的 

本特定領域研究はオルガネラ分化を通し

て植物の環境適応戦略を分子レベルで明ら

かにすることにより、環境と一体化して生存

している植物の生き方を理解することを目

指している。統括班は本特定研究の推進のた

め、研究方向の策定、研究項目の企画調整、

評価並びにシンポジウム等の企画を含めた

広報を担当する。特に公募研究を活用し、オ

ルガネラ分化の動態の解明から新しい植物

像を打ち出せる若手研究者の育成を目指す。 

 

 

３．研究の方法 

(1)技術拠点及び生理機能の解析拠点形成 

(2)計画研究代表者による、研究計画検討会と

研究報告会の企画。総括班会議での各計画・

各研究の評価 

(3)総括班員の協力による、他の特定領域研究、

プロジェクト研究との共同研究体制の構築。

国際競争力のある研究実施体制の確立 

(4)本特定領域研究の趣旨説明と公募研究へ

の参画を募る公開シンポジウム、関連学会で

のシンポジウムの開催、インターネットを利

用した研究内容の周知 

(5)共同研究の促進を促す、汎用性の高い設備

備品※（セクショニング蛍光顕微鏡システム、

高性能トリプル四重極質量分析装置、バイオ

イメージアナライザー）の設置、共同利用化  

(6)新規解析拠点の発掘と形成サポート 

(7)計画研究と公募研究の総括的な企画・運営、

研究計画検討会と研究報告会の開催、総括班

会議での各計画・各研究の評価 

(8)国際会議への積極的な参加や国際誌への

成果報告、本特定領域研究の国際的な位置づ

けの確立 

(9)研究成果の公表および次年度以降の公募

を視野に入れたシンポジウムの開催、情報交

換、共同研究あるいは技術習得のためのワー

クショップ開催 

(10)汎用性の高い設備備品※（リアルタイムＰ

ＣＲシステム、アミノ酸分析システム、キャ

ピラリー電気泳動システム）の設置、共同利

用化 

 

４．研究成果 

総括班は、領域全体としての研究アクティ

ビティを促進し、共同研究を始めとして多く

の研究成果があがるための支援活動を行っ

た。具体的には以下の活動が挙げられる。 



 

 

(1)公開シンポジウムの開催 

 国際シンポジウムや国内学会でのシンポ

ジウムなどを企画し、本特定領域研究で得ら

れた成果を発表する場を提供した。 

(2)班会議および若手シンポジウムの開催 

 班会議は、本研究領域研究を構成する多数

の研究者がグループとしての方向性を話し

合う場を提供するとともに、多くの新しい共

同研究を生み出す場として、情報の交換、研

究の相互助言などの活動を行った。若手シン

ポジウムは、実際に研究を行っている大学院

生・ポスドクなどが意見交換する場を提供す

るために企画した。毎回多くの参加者があり、

活発な討論が行われた。 

(3)領域ホームページの開設、維持管理 

 本特定領域の目的や意義、得られた成果、

技術提供などの情報を広く一般に情報発信

するために、公式ホームページを開設、維持

管理を行った。 

(4)情報誌 Plant Organelles Newsletter の

発行 

 研究領域に属する研究者やその内容の紹

介、海外の動向、学会レポート、班会議の報

告などを掲載したニュースレターとして、別

冊も併せて 18 号発行した。これらは、印刷

物として配布するとともに、領域ホームペー

ジを通して電子媒体としても配布を行って

いる。 

(5)拠点活動 

 研究環境支援として、トランスクリプトー

ム解析拠点、プロテオーム解析拠点、オルガ

ネローム解析拠点、生理解析拠点を整備し、

ＤＮＡマイクロアレイ解析やＭＳによるプ

ロテオーム解析を領域内共同利用設備とし

て運営した。また、オルガネローム解析拠点

および生理解析拠点の成果として作成した

データベース PODB を、領域ホームページを

通して一般に公開した。 

(6)研究成果を取りまとめた著作物の刊行 

 本特定領域で得られた成果を公表するた

めに、国際誌 Plant and Cell Physiology の

2009年 12月号にて”Frontiers of research 

on organelle differentiation”と題する特

集を企画した。また、（株）化学同人より

「PhotoBook 植物細胞の知られざる世界」と

題する写真集を出版した。 

(7)総括班会議の開催 

 総括班会議を開催し、本特定領域研究の戦

略的方向性や研究活性化のための施策を検

討するとともに、内部評価などを行った。 
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